道徳の時間学習指導案

指導者　Ｔ１　福原　恭子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ２　高下　美恵
１　学　年　第３学年　２０名
２　主題名　楽しい学校　【Ｃ　よりよい学校生活】
３　ねらい　戦中・戦後の物のない時代でも，友達や先生と共に楽しく学校生活を過ごし，病気で療養した後に改めて学校のよさを感じるひろゆきの思いを考えることを通して，学校生活には「友達がいる」「先生がいる」「学びたいことがある」「一生懸命になって取り組む行事がある」から楽しいということやそれを自分達でつくっていくことの大切さに気付き，協力し合って楽しい学校生活をつくっていこうとする心情を育てる。

４　教材名　「ぼくの学校」　（自作教材）
５　主題設定の理由
　○　本主題は，内容項目のＣ「主として集団や社会との関わりに関すること」の１６「先生や学校の人々を敬愛し，みんなで協力し合って楽しい学級や学校をつくること。」にあたる。児童にとって学校は，家庭以外で児童が所属するもっとも身近な社会であり，多くの仲間や指導者などと共に長い時間を過ごす場所である。児童はこれらの人々と，共に学び，共に様々な行事を経験する中で，自分が学級や学校の一員であり主人公であることを自覚し，共に育ち合っていく。
この時期の児童は，友達との結び付きが強く活発に活動するが，視野はまだ狭く，学級や学校をみんなにとって過ごしやすいものにしようという考えには思い至らない。そこで，自分達を支えてくれている学校の人々や学校生活を構成しているものに目を向け，そのよさやありがたさを感じながら，楽しい学級や学校は自分たちでつくっていくものであるという自覚や意欲を育んでいきたい。　

　○　本学級の児童は，明るく活発で，毎朝職員室に立ち寄って大きな声であいさつすることを低学年の頃より続けている。４月当初「元気で楽しい，仲良し学級」をつくろうと話し合い，全員が楽しめることを意識して係活動やお楽しみ会を企画してきた。自分の思いが優先してトラブルが起きたり，考えた通りにみんなが動いてくれずはがゆさを味わったりしながらも，少しずつ「みんな」のことを考えて行動したり，自分たちの学級としてのまとまりを感じたりできるようになってきている。
授業中は，積極的に発言できる児童が多いが，自信のなさからなかなか発言に結びつかない児童もいる。教材の内容や人物の心情理解の難しさ，集中力の継続の難しさから，主体的に授業に参加することが出来にくい児童もいる。教材提示の視覚化や板書の構造化，身体表現やペアトークの導入など，様々な学習形態を取り入れたり，積極的に肯定的評価を行ったりすることで，全員参加できる道徳の授業づくりに取り組んできている。
　○　本教材は，本校に学校図書を５０年以上贈り続けてくださっている世良弘之さんの実話に基づいた物語である。主人公ひろゆきが戦争中の物のない時代にも，級友と学校生活を思い切り楽しんでいる場面から始まる。もともと病弱だったため，途中入院生活を強いられたひろゆきが，元気になって戻った学校がどれだけ素晴らしいものであったかを感じるという内容である。時代背景は違っても，学校という場所が，たくさんの友達，楽しい行事，新たに学ぶことの喜びであふれていることを感じられる教材である。
指導に当たっては，戦中・戦後の小学生も現代の子どもと変わらず学校生活を楽しんでいたことを実感させるため，時代背景を簡単に説明した上で，主人公が工夫しながらいきいきと学校で過ごしている様子に着目させて教材を読んでいく。楽しい学校生活を送る主人公の心情に十分共感させることにより，入院生活の悔しさを対比して考えさせる。
中心発問と「楽しい学校とは，どんな学校か。」「楽しい学校にするために大切なことは何だろう。」といった切り返し発問を通して，学校には「友達がいる」「先生がいる」「学びたいことがある」「一生懸命になって取り組む行事がある」ことや，それをつくっていくのは自分たちであることに気付かせたい。
終末では主人公のひろゆきであるゲストティーチャーから，物のない時代でも自分たちで工夫しながら楽しい学校生活を過ごしてきたことや，本校に本を贈り続けることへの思いなどを伺い，自分達の学校生活は色々な人に支えられていることを感じさせ，自分たちも工夫したり協力し合ったりして学校生活を豊かなものにしていきたいという気持ちにつなげていきたい。
また，ＴＴ指導のよさを生かし，計画的に机間指導や個別支援を行うとともに，児童の考えを把握し意図的指名に生かす。またＴ１Ｔ２で児童の意見を聞くことで，適切に切り返したり，ゆさぶったりして児童がより深く考えられるようにする。
【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫】

・発問を精選する。

・視覚的情報を効果的に活用する。（場面絵，短冊，写真）

・考えや自己の振り返りを交流し合う場を設ける。（ペアトーク）

・ワークシートを活用し，自分の考えをまとめることができるようにする。
６　準備物

　　教材，場面絵，短冊，ワークシート，世良さんに贈っていただいた本，写真
７　学習指導過程
	段階
	学習活動
	主な発問と
予想される児童の心の動き
	指導形態
	・指導上の留意点

○ユニバーサルデザイン視点による支援

★児童への評価の観点

	
	
	
	Ｔ１
	Ｔ２
	

	導

入
	１　学校生活について話し合う。
	○なぜ，みんな「学校が楽しい」と考えているのですか。

・友達がいるから。

・いろいろ遊べるから。
・勉強ができるから。
	発問

児童
観察
	教材

提示

児童
観察
	・「学校生活が楽しい」と答えた児童が100%であるアンケート結果を見せながら，価値への方向付けをする。

・本時は「楽しい学校とはどんな学校か」について考えていくことを伝え，課題意識をもたせる。

	展

開
	２　教材「ぼくの学校」の範読を聞いて話し合う。

	○ひろゆきは学校で遊びながら，どんなことを考えていたでしょうか。

・次の休憩は何をして遊ぼうかな。

・みんなと遊ぶのは楽しいな。

○病院のベッドで横になりながら，ひろゆきは何を考えていたのでしょうか。

・みんなと遊びたいな。
・学習発表会が気になる。
・友達に会いたい。

・学校に行きたい。

◎「やっぱり学校っていいな……。」とそっとつぶやいたひろゆきは何を考えていたのでしょう。

・みんなが待っていてくれてうれしい。

・友達と遊んだり勉強したりするのはやっぱり楽しいな。
・学習発表会のナレーター役をがんばるぞ。

・ぼくの学校は最高。大切にしていきたい。
・もっと楽しい学校にするぞ。
　↓(補助発問や切り返しによる価値の深まり)
「楽しい学校とは」

・遊んだり勉強したりできる。

・一緒に遊べる友だちがいる。

・支えてくれる人がいる。

・勉強したり遊んだり手当てをしてもらえる場所がある。

・楽しい行事がある。

・自分のがんばることがある。

・自分の役割がある。
「楽しい学校にするために大切なこと」
・助け合うこと。自分だけではなくみんなにとって楽しい学校になると思うから。

・何でも一生けん命頑張ること。一生けん命やったことができたときはうれしいから。

・工夫して楽しくすること。係活動など工夫してするのは自分も楽しいし，周りも楽しめるから。

・人まかせにしないこと。自分達の学校だから自分達で楽しくするのが大切だと思うから。
○みんなもこのように「学校って楽しいな。」と思ったことはありますか。
・夏休みが終わって久しぶりに友だちと遊んだとき，学校っていいなと思った。
・しんどいときに保健室の先生がやさしく手当てをしてくれたとき安心した。
・難しかったダンスが踊れたときがんばってよかったと思った。
・係でつくった新聞が，みんなに喜ばれたとき役に立ってうれしかった。
	範読

発問
児童
観察
発問

児童
観察
　

発問

児童

観察
発問
児童

観察


	板書

児童
観察
板書

児童
観察
教材
提示

板書

補助
発問

児童
観察
板書
児童

観察


	○場面絵や短冊を提示し，教材の内容を把握しやすくする。
・戦中・戦後は，物のない時代であったことを簡単に説明する。
・今の自分達と変わらず「学校が楽しい」と感じていた主人公の思いに共感させる。
・学校のことばかり考えている主人公の気持ちに共感させる。
○ワークシートのふきだしに「やっぱり学校っていいな。」とあらかじめ示しておくことで，自分の考えをまとめやすくする。
・「やっぱり」という言葉を強調し，教材前半よりも主人公の「学校は楽しい」という思いが深まったことをおさえる。
・「楽しい学校とは，どんな学校か。」「楽しい学校にするために大切なことは何だろう。」「どうしてそれが楽しい学校につながるのか。」などと切り返し，考えを深めさせる。
○ペアトークをさせることで，話しやすい雰囲気の中で考えを語らせる。

★学校生活は，たくさんの友だちや先生，勉強や行事などがあるから楽しいことや，楽しい学校を自分たちでつくっていくことの大切さに気付くことができる。（ワークシート，発言，児童観察）
・中心発問での思考の深まりの中で，ねらいとする道徳的価値が自分の中にもあることに気付かせる。
○校舎や児童の生活場面等の写真を示し，学校での体験を想起しやすくする。



	終末
	３　ゲストティーチャーのお話を聞く。
	○みなさんに本を贈ってくださる世良さんのお話を聞きましょう。

・自分達の学校生活は，世良さんのような人に支えられている。
・私たちも，世良さんが過ごしてい
　たような楽しい学校を協力して
つくっていきたいな。
	ＧＴ
の紹
介
児童

観察


	児童
観察
	〇世良さんに頂いた本や世良文庫の写真を提示し，イメージしやすくする。

・世良さんへの感謝と，自分たちも楽しい学校生活をつくっていきたいという思いにつなげる。


８　板書計画
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９　ワークシート

【道徳的価値の自覚を深める指導になるために】
―考えさせる道徳・議論する道徳―
	行い

行動
	「やっぱり学校っていいな・・・・・」
とつぶやきながら，光り輝く学校の校舎を眺めるひろゆき。

	登場人物が
感じたこと
考えたこと
	・みんなが待っていてくれてうれしい。

・友達と遊んだり勉強したりするのはやっぱり楽しいな。

・ぼくの役を空けていてくれてうれしいな。

・学習発表会のナレーター役をがんばるぞ。

・ぼくの学校は最高。大切にしていきたい。
・もっと楽しい学校にするぞ。　　

	道徳的価値
考え方や生き方
信念
	楽しい学校とは

・遊んだり勉強したりできる。

・一緒に遊べる友だちがいる。

・支えてくれる人がいる。

・勉強したり遊んだり手当てをしてもらえる場所がある。

・楽しい行事がある。

・自分のがんばることがある。

・自分の役割がある。

楽しい学校にするために大切なこと

・助け合うこと。

・何でも一生けん命頑張ること。

・工夫して楽しくすること。

・こんな楽しい学校をつくるのは自分達なんだ。


第３学年　　ピーナッツプログラム　《２学期》






















　　学校が楽しい・・・友だち　遊び　勉強　
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　やっぱり学校っていいな……



























































楽しい学校

















友だち・先生


ささえてくれる人


教室・ほけん室…


勉強　行事　遊び


自分の役わり








・みんなと遊ぶのは楽しいな。


・次は何して遊ぼうかな。








ぼくの学校





・みんなと遊びたいな。


・学習発表会が気になる。


・友達に会いたい。


・学校に行きたい！








・みんなが待っていてくれてうれしい。


・友達と遊んだり勉強したりするのは


やっぱり楽しいな。


・学習発表会のナレーター役を


がんばるぞ。


・ぼくの学校は最高。


大切にしていきたい。


・もっと楽しい学校にするぞ。





「やっぱり学校っていいな……。」と


そっとつぶやいたひろゆきは何を考えていたのでしょう。





助け合う





一生けんめいする





くふうする





戦中・戦後　物がない時代





じん取りゲーム


虫とり


本の回し読み


歌・・・








校舎や児童の生活場面の写真





自分たちの力で





＜プログラム名＞　一しょにつくろう　楽しい学校生活！





○自分でやろうと決めた目標に向かって，強い意志をもち，粘り強くやり抜く子供


◎友達と互いに理解し，信頼し，助け合う子供


○我が国や郷土の文化と伝統を大切にし，国や郷土を愛する心をもつ子供





ねらい


【中学年】





体験活動等


（行事・総合的な学習の時間・生活科・特別活動・各教科・日常の指導）





道徳の時間





児童の意識





《帰りの会》　「いいとこ見つけ」


友達にしてもらってうれしかったことや，友達のいいところに気付き，みんなに伝える。
















































































♡自分達の学校は，親切な友達がいたり，楽しい行事があったりして楽しいな。 





「さとしの心」


Ｂ　友情，信頼


友達のよさや頑張りをわかり合うことの大切さに気付き，助け合って友情を深めようとする心情を育てる。





《児童会》「児童会役員選挙」


　児童会活動を責任もって進めてくれるリーダーを，よく考えて選ぶことができる。





《国語》「ちいちゃんのかげおくり」


場面の様子や主人公の言動の読み取りから，かけがえのない命や幸せな生活を奪う戦争の恐ろしさや平和の大切さを感じ，自分なりの感想をもつ。





「ぼくの学校」


Ｃ 　よりよい学校生活


戦中・戦後の物のない時代でも，友達や先生と共に楽しく学校生活を過ごし，病気で療養した後に改めて学校のよさを感じるひろゆきの気持ちを考えることを通して，学校生活には「友達がいる」「先生がいる」「学びたいことがある」「一生懸命になって取り組む行事がある」から楽しいということやそれを自分達でつくっていくことの大切さに気付き，協力し合って楽しい学校生活をつくっていこうとする心情を育てる。





《体育科》「体つくり運動」


一輪車を使って，いろいろな技に挑戦する。





《音楽科》「拍の流れにのってリズムを感じ取ろう」


リズムの特徴を感じ取り，拍の流れに乗って表現する。





《体育科》「体つくり運動」


一輪車を使って，いろいろな技に挑戦する。





《音楽科》「拍の流れにのってリズムを感じ取ろう」


リズムの特徴を感じ取り，拍の流れに乗って表現する。





《チャレンジタイム》「係活動」


　学級のみんなが楽しく過ごせる係の内容を考え，協力して活動する。





《学級活動》


「学習発表会を成功させよう」


自分の役割を自覚し一生懸命練習をするとともに，みんなと協力して学習発表会を成功させようとする。





♡楽しい学校生活を，みんなで協力し合って自分たちの手でつくっていくんだ。





《学校行事》「学習発表会」


　自分の役割を責任もって果たす。


みんなで協力して劇や合唱を発表する。





＜めざす子供の姿＞


友達と協力しながら，楽しい学校生活をつくろうとする子供
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